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Fig.3 Wireless power system 
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インバータは入力 DC電圧をグネットワイヤである。送電実験方法1 4. 
30V で動作させた。 400kHz~600kHz の周波数をパラ送電側と受電側回路は各コイルに対して各コンデン
メータとしたときの受電側有効電力特性を図 8に示す。サを直列に接続した直列共振回路とした。図7に電磁
周波数 500kHzでは距離 40mmで電力は約 5.5Wであ共振結合電送機器の等価回路を示す。送電と受電回路の
るが、周波数 400kHzでは距離 40mmで約 16.5W、距共振周波数は同じ値であり 、共振周波数は高周波インバ
離 100mmで約 13.5Wの送電を保っている。の300mmータ回路にある発振器の周波数設定用の可変低抗で
























































Fig.9 Power transfer characteristics 




Fig.7 Equival巳ntcircuit of a magnetic field resonance 
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ることが期待できる。える様にみえる。つぎに 20ター ン、 30ターンの各コイ
まとめ5. ルの距離に対する受電有効電力特性を図 10、図 11に示
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近傍の最長距向iは 10ターンの 80mmに対して 20ター

















E己 送電電力を維持して電力伝送距離が伸びることが明ら。。 かになった。また、送電と受電コイル、コンデンサ等の400 100 200 300 
Distance between coils [111] 
主要共振回路部での周波数変化により 、電力伝送効率や
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図 130ターンコイルの周波数特性(DC30V)
Fig.l Power transfer characteristics of 30turI1 coils 
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